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シティグループ世界国債インデックスから
ギリシャ国債を除外

ムーディーズ・インベスターズ・サービスが、6月14日にギリシャ国債の格付け
を「投機的」とされる「Ba1」へ引き下げたことを受けて、シティグループは世界
の国債市場を対象とする指数「世界国債インデックス（WGBI）」からギリシャ国

債を除外する方針を決めました。

「世界国債インデックス（WGBI）」の採用基準は、S&Pまたはムーディーズの

いずれかから投資適格の格付けを付与されていることであり、具体的には、自国
通貨建て長期債務の格付けが、S&Pで「BBB－」、ムーディーズで「Baa3」以上
であることです。すでにS&Pは、4月27日にギリシャ国債を「投機的」水準となる
「BB＋」に格下げしていることから、今回のムーディーズの格下げによって同国

債はいずれの投資適格基準も満たさなくなり、同指数の採用基準に合致しなくな
りました。シティグループでは、6月24日時点の信用格付けをもって7月の「世界
国債インデックス（WGBI）」の構成銘柄を決定するため、この時点におけるS&P、
ムーディーズの格付けがそれぞれ現状のままであれば、7月の同指数からギリシャ
国債は除外されることとなります。5月末現在、同指数には23銘柄のギリシャ国債
が含まれており、時価総額で2,136億米ドル相当、指数全体の1.34％を占めていま

す。

「世界国債インデックス（WGBI）」は、国際分散投資の指標とされ、日本も含

めて世界中の機関投資家に幅広く利用されていますが、今回はシティグループだ
けでなく、バークレイズ・キャピタルも、同社が算出する世界の金融・債券市場
を対象とする複数の指数からギリシャ国債を除外する方針を公表しています。

なお、シティグループでは、将来ギリシャ国債が「世界国債インデックス
（WGBI）」の採用基準に再び合致するようになった場合、再度組み入れを検討す
るとしていますが、このプロセスには最低6ヵ月以上を要するようです。
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